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タイ語 の可能表現 について

田 中 寛

On the Expressions of Possibility in the Thai Language 

                Hiroshi Tanaka

 The Thai language has two basic ways of expressing possibility. One 

is those using such auxiliaries as  claj, pen,  Waj; the other being 

expressions using direction verbs like  33g,  khaw,  kh?n,  lord, or those 

using some verbs as complement of result. 

 The first group of expressions have some typical structures through 

which conditions of possibility are created. The second group of 

expressions, on the other hand, are characterzed by their more 

analytic meaning. They are distinct, particularly in the forms of 

negation, in that a greater emphasis is placed on the result of an action, 

and that the background of the situations is implied. Some of these 

expressions are more rule-governed while some others are less so, and 

therefore more idiomatic. 

 In this paper, an attempt has been made to examine such features 

of these two types of expressions by contrasting Thai with Japanese 

and, in some cases, with Chinese. Reference has also been made to 

certain similar expressions of possibility.
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1.は じめに.

言語表現にみられる 「可能」の意味はその否定の 「不能(不 可能)」 の意

味 をも広義に含めるものと考えられるが、そもそも 「可能」 とは動作の能

力,種 々の権利,余 裕,実 現性などを有す ることであった り、能力賦与や

困難な事態の実現,許 容などといった意味が指摘される。また語彙の性格

によっては、「可能」の意味に自発(自 然発生)的 な意味が強 く残 されたも

のもあれば、相対的な性状規定の性格の ものまであり、ときに一般的な能

動的可能に対 して、これらは受動的可能表現 と呼ばれた りする。つまり、
注)1

対象となる事象によって、その 「可能」の意味分類は多様な様相 を呈する

ことになる。タイ語は語順 と助辞 とにより統率 されるとい う中国語 と同じ

孤立語的性格 をもつ ものであるが、「可能」表現 もまた語彙的な意味が個々

の具体的な用法として機能するという特徴が認められる。

タイ語の可能表現は大 きく二種類に分けて考 えることができる。一つは

助動詞 を本動詞の後に置いて用いる方法 と、一つは方向動詞やある動詞(後

項動詞、または二次的動詞)を 連帯的な成分 として本動詞の後に用いる表

現である。前者については可能の状況を発生 させ るい くつかの特徴的な構
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文のほか、語用的な表現もみ られる。一方、後者では可能補語的な特徴か

ら、より分析的な意味基準があらわれ、特に否定の形式において動作の結

果性が明示される。 また、文法化(形 式化)の すすんだ もののほかに個別

的なものもあ り、慣用句的な表現も少なくない。本稿では以上の点につい

て、日本語、あるいは一部中国語との対照 を試みつつ、基本的な考察を加

えると同時に、その他の可能に準ずるいくつかの表現についてもふれてみ

ることにする。

2.可 能 の 助 動 詞 を用 い た 表 現.

可 能 を表 す 助 動 詞 は 基 本 的 にdaj,pen,wajの 三 種 類 が あ り、い ず れ

も動 詞 に後 置 され る。 こ れ らは 本 来 、動 詞 か ら 発 展 した もの と考 え ら れ る

が 、 この うち最 も一 般 的 な もの はda'Jで あ り、pen,wajに つ い て は 後 に

ふ れ る よ うに 表 現 意 図 が あ る程 度 固定 して い る 。 まず 、da'Jの 用 法 につ い

て み て い くこ とに す る 。

2-1.dajの 用 法

dajは 元 来 、動 詞 の 「得 る」 とい う意 味 を含 む もの で あ る 。通 常 、動 詞 に

後 置 さ れ るが 、 前 置 さ れ る こ と も 多 く、 その 用 法 は 多様 を極 め る。 ま ず 、
注)2

基 本 的 な 用 法 か ら 見 て い く と、dajは 一 般 的 な 可 能 の状 況 を その 背 景 に 言

及す る こ とな く広 く表 す こ とが で き る。

(1)a,pajtookiawdaj

行く".Y:東 京 へ 行 くこ と が で き る

b,phuudphaasaathajdaj

話す 語 タイ:タ イ語 を話 す こ とが で き る

補 語 や 目的 語 の成 分 は 動 詞 と助 動 詞 の 間 に 置 か れ る 。 否 定(不 可 能)の 表

現 の 場 合 はda'Jの 前 に 否 定 詞 のAmadを 置 け ば よ い 。

(2)phuudphaasaathajmajdaj:タ イ語 が 話 せ な い
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ま た 副 詞 、数 量 詞 的 等 の 修 飾 成分 は 助 動 詞 の 後 に位 置 す る の が 普 通 で あ る 。

(3)a.phuudphaasaathajda'Jkhlう っ0

流暢に:流 暢 に タ イ語 が 話 せ る

b,dyymbiadajlaajkhuad

飲む ビール 幾 本:何 本 で も ビー ル が 飲 め る

araj(何),khraj(誰),th?inaj(ど こ)な どの 疑 問 詞 が 目的 語 の 位 置 に

来 れ ば 、 そ の 否 定 は全 面 否定 を表 す 。

(4)a.phuudarajAmadda'J:何 も話せ な い

b.khawkabkhrajmajda':誰 と で も交 わ れ な い

c.pajthiinajk5っAmaddaj:ど こへ も行 け な い

ま た 、動 作 の継 続 ・完 結 を含 意 す る た め に 、dajの 前 に 「～ して お く」 と

い う意 味 のwajが 補 助 的 に 用 い られ る こ と も 多 い。

(5)a.ragsaabaanmyaOwajdajcaagtaaOchaad

守る 国 から 外国

:外 国 か ら国 を守 り通 した

b,tamruadto?khrubtuaphuuraajwajdaj

巡査 捕える 身 犯人

:巡 査 は 犯 人 を ふ ん つ か ま え た

ま たdajは 付 帯 状 況 を表 す 副 詞 句 の 中 に お い て も現 れ る。

(6)a,doojragsaamajdaj

で 維持する:維 持 で き な くて

b.jaaoAsiamadda'J

ように 無くす:い や いや な が ら

c,conklanmajdaj

程 我慢する:我 慢 で きな い ほ ど/我 慢 で き な くな って

d,thawthiicamaagdaj

等しい 多い:で き る だ け 多 く

「ど う に か 出来 る 」とい う蓋 然性
、可 能1生 を表 す の に動 詞 の 前 にphっ っ 「+
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分 な 」 を と も な う こ と も 多 い 。
　 ヨ

(7)a.ph:)っchajdaj:何 と カ・使 え る 、 い け る

b.phっ っduudaj:何 とか 見 れ る 、 まず ま ず の も の だ

c.thaamiiarajthiiphomphっ っcachuajdaj,kh5っhajbう つ9

もし ある 何か ～の 僕 手 伝 う くだ さい させ る 言 う ノ

maanakh.

来る ね1'寧 詞

:何 か 僕 に 手伝 え る こ とが あれば 、遠 慮 な く言 って 来 て くだ さい。

dajが 省略 さ れ て 、bhっ っが 可 能 の 意 味 を含 意 す る こ と もあ る。

d.kha,tう っbleglegPhっ っkhumf6n

小屋 小さな 防ぐ 雨

:何 とか 雨 露 を しの げ る ほ どの 小 さ な 小 屋

また 、 あ る能 力 を特 別 に 備 え て い る とか 、外 部 的 な 条件 の 意 味 を強 調 し た

い 場 合 、dajと と も にsaamaadが 併 用 さ れ る こ と も 多い 。

(8)a.farankhonnansaamaadlenteataつkrっ っdaj

西洋入 その 叮能だ 遊ぶ 蹴る タクロー

:そ の 西 洋 入 は タ ク ロ ー(タ イ の 「蹴 鞠 」)が で き る

b,thaasaamaadbankhabkhwaamtyyntenwajdaj

彼女 可能だ 抑える 興Y.'t

:彼 女 は 興 奮 す る 気 持 ち を抑 え る 理 性 は 持 ち 合 わ せ て い た

c.roっ ηgaanniisaam含adphalidrodjondajdyanlaphankhan

L場 この 生産する 車 月 に 千 台

:こ の工 場 は 一 カ 月に 千 台 の 車 が 生 産 可 能 だ

否 定 表 現 の場 合 はsaamaadの 前 に 否 定 詞 を 置 け ば よ い 。

d,thaapuajmajsaamaadcamaadaj

彼女 病気だ できる 来る

:彼 女 は病 気 で来 られ な い

ま た 、 「～ の 力 を も っ て い る/い な い 」 とい う言 い方 も よ く使 わ れ る。
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e.majmiikhwaamsaamaadphっ っthiicakhawCulaadaj

ある 力(能力)だ け ところの 入る チュラー

:チ ュ ラー 大 に 入 る だ け の 力 を持 っ て い な い

2-2.dajを 用 い た 構 文

次 にdajを 頻 用 す る主 な 構 文 を い くつ か 見 てみ る こ とに す る。

A)許 可 ・禁 止 の 表 現

可 能 ・不 可能 の 表 現 は場 面 に 応 じて 、 許 可(容 認)や 軽 い禁 止(制 止)

の意 味 を表 す こ とが で き る 。可 能 を個 別 的 ・意 志 的判 断 に 起 因す る もの と

考 え れ ば 、 こ ち らは 一 般 状 況 的 な判 断 に 基 づ く もの とい え よ う。

(9)a.maa(k3っ)daj

来る(も):来 て もよ い

b,maamajdaj

来る:来 て は い け な い

許 可 の 場 合 は 副 助 詞,並 列 助 詞 と して のkδ っ 厂も」 を と もな う こ と も多 い。

ま た 、 肯 定 ・否 定 を繰 り返 す 、 並 列 構 文 と して用 い る と き もあ る。

(10)pajk5っda'JAmadpajk5っdaj:行 って も行 か な くて も い い

P1むugbaankδ っdajpluugtonphonlamaajk5っda'J

建てる 家 植える 果物の木

:家 を建 て て もい い し、 果 物 の 樹 を植 え て もい い

B)義 務 の 想 定

(11)AmadAmaamaddaj:来 な い と いけ な い

こ れ は 二 重 否定 を用 い た表 現 で 、本 来 義務 を表 す 助 動 詞tう0「 ～ なけ れ

ば な らな い」 を用 い た 表 現 と比 べ た 場 合 、前 件 が,..madmaa「 来 な い 」、 後

件 がmajdaj「 で きな い 」 とい う複 文 構 成 に な っ て お り、義 務 的 な 状 況 を

支 え る 条件 一 一帰 結 が よ り強 く表 され る 。da'Jは こ こ で は 「不 成 立 、 不 認

定 」 とい う意 味 を 表 す 。 次 の例 も複 文 構 造 に よ り一 種 の 義 務 を表 す 。
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(12)rラanniicatadsindoojmajphaanthiipra?chummajda'J

件 この 決める で 通す で 会議

:こ の 件 は 会 議 に か け な い で決 め る こ とは で き な い

C)義 務 の否 定

「～ な くて もい い 」 とい う言 い 方 は 義 務 を表 す 助 動 詞tδgを と もな う こ

と もあ れ ば 省略 され る こ と もあ る。 ま た 、k5っ が 習 慣 的 に 用 い ら れ る。

(13)maj(t30)maak5っda'J
来る も

:来 な くて も い い

こ れ は 前 述 の(10)のよ うに肯 定 ・否 定 の 並 列 句 と して も多 く現 れ る 。

D)推 量 ・予 測

推 量 表 現 は 助 動 詞 のkhoη(ca),aad(ca)を 併 用 す るの が 普 通 で あ る。

(14)aad(ca)Amadmaakっ っdaj

だろう 来る

:来 な いか も知 れ な い

k5っdajの 前 に は 将 来起 こ るで あ ろ う事 態 が 述 べ られ 、そ う い うこ と もあ

り得 る と い う予 測 、蓋 然性 を表 して い る。このk5っdajも 例(2)、(3)、(4)の場

合 と同 じ く、 む し ろ語 調 を整 え た り、 補 助 的 な 意 味 とな るた め 省 略 され る

こ と も 多い 。

E)婉 曲 的 な 不 可 能 表 現

日本語 で 「(で き)そ う も ない/か ね る/わ け に は いか な い」な ど とい っ

た表 現 に相 当す る もの であ る。 次 のb.の よ うに否定 詞majの 位 置 が 移 動 す れ

ば 、D)の 否 定 の 推 量 の 意 味 に 変 わ る こ とに 注 意 し な け れ ば な ら な い 。

㈲a.majaadcaplう っjhajdさgう っgpajlennagbaandaj

ない だろう させるf供 出る 遊ぶ 外 家

:(危 な くて)子 供 を 外 で 遊 ばせ で お くわ け に は いか な い

b.aadcap1う っjhajdegう っgpajlennっ っgbaanmajda'J

:子 供 を外 で遊 ばせ て お か な い だ ろ う
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F)心 的 状 況 の 強 調

りδd「 我 慢 す る」 とい う動 詞 を 否定 文 に 用 い た
、 日本 語 の 「～ ざ る を得 な

い,～ て た ま ら な い」 とい っ た表 現 に 相 当 す る形 式 的 な 用 法 で あ る
。 そ の

意味 の 消極 性 、積 極 性 の 選 択 に つ い て は 前 後 の 文 脈 か ら判 断 され る 。

(16)a,?odpha?raadcajmajdaj
驚'1咢 心

:驚 愕 の 念 を禁 じ え な い

b.り δdthiicanfgth動duannaaimε εbmajdaj

こと 思い出す 顔 肇福

:幸 せ そ う な顔 が 思 い 出 され て な らな い

G)目 的 ・指 向

これ は 予 測 的 な未 来 の 目的 に 近 づ く 「(で き る)よ うに 」 とい う 日本 語 に

相 当 す る表 現 で 、関係 代 名 詞 で あ るthiiを 伴 うこ とが 多い 。dajは 通 常 は

動 詞 に 前 置 しΣ結 果 的 に 「～ し得 る」 とい う意 味 に解 釈 され る。
　 　

(17)a.nabkankhaaηnaanaanう っjcadajmっ っηhenchadchad

座る 互いに 方 前 少々 見える は一・きり

:は っ き り見 え る よ う に 前 の 方 に 座 り ま し ょ う 。

「た め に 」 と い う接 続 語phya(thiica)を 用 い る 場 合 も 多 い
。

b.khiancodmaajphyathamh勾thaaObaand旬dii?ogdiicajkan

書く 手紙 ため させる 家族 安心する ド{1ぶ

:手 紙 を書 い て 家 族 を喜 ば せ て や りた い

H)将 来 の 可能 の 実 現

近 似 未 来 に お いて 「～ こ とに な る,し 得 る」 とい った 事 態 発生 が 予 測 可

能 な場 合 、dajは 動 詞 に 前 置 さ れ る。英 語 のcould,wouldな どの 用 法 に

近 い もの と考 え られ る。

(18)a.phomwゑOwaasag-wan-nシUkhoOcadajpajjiipun

僕 希望する ～という いつか だろう 行く 日本

:い っ か 日本 へ 行 け る こ と を願 っ て い ます 。
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b.siadaajthiicamajda'JthamUaankabphuag-raw

残念だ こと 仕事をする と 我々

:我 々 と仕事が出来な くなったことを残念に思います

1)過 去の事態発生

過去において新 しい事態の変化や発生が認め られた場合に、強調 という

意味 も加えてdajが 動詞に前置 して用いられることがある。
　ラ　

(19)a.phuucadkaandajt鋤tankhanakammakaandoojmiinaai

杜長 作る 委員会 ～で ある 氏

somsagpenpra?thaan

ソムサック として 議長

:社 長 は ソム サ ッ ク氏 を議 長 と して 委 員 会 を発 足 させ た(可 能

に した)

b.hadthakamkh5っOthajraamthamnajkhrっ っbkhruak5っn

予一1:の タイ 始まる 行う 中 家庭 まず

IEEWcyηda'Jkhajaajう っgpaj

～た で 拡大する ていく

:タ イ の 手工 芸 は ま ず 家 庭 内 で始 め られ 、後 に広 まっ て い っ た 。

次 は 話 し手 の 情 報 か ら推 察 し、 そ の 結 果 を確 認 す る とい う言 い方 で あ る。

c.minaalacyOdajphuudphasaathajkeyna

どっりで で 話す 語 タイ 上手 ～ね

:そ れ で(彼 は)タ イ語 が 上 手 に話 せ る ん で す ね

ま た 、dajtε εの 形 で しば しば 動 作 の 限定 ・継 続 を 表 す こ と もあ る 。

d.eemdajtEEr6っnhajhoo

エ ム だ け 泣 く(擬r,ii:)

:エ ム は た だ 泣 き じ ゃ くるば か りだ っ た(こ としか で きな か っ

た)

J)習 慣,能 力 の 獲 得

一 定 の 時 間 の 経 過 に よ っ て
、 自然 とあ る 技能 が 習 得 され る とい う結 果 を

意 味 す る 。 日本 語 で 「(で き る)よ うに な る」 に相 当 す る 言 い 方 で あ る。
注)6
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(20)dajfygjaaη 一nagnaj-thiisudkつ つwaaj-namdaj

練習する 一生懸命に ついに 泳ぐ

:一 生 懸 命練 習 し てや っ と泳 げ る よ うに な っ た

K)依 頼 表 現

文 壷 に お い て依 頼 ・申 し出 を表 すkarunaa,kh5っ な どの 助 動 詞 に呼 応 す

る 形 で 、 文 末 に 疑 問 の 終 助 詞majと と も に用 い られ る。

(21)karunaakhianthiiyuutroOnfida'Jmajkh.

ください 書く 住所 ここ(1'寧 詞の略)

:こ こ に 住 所 を書 い て くだ さ い ませ ん か

(22)(ph6m)khう っfaagnoodwajnう っjdajmajkh.

(僕)さ せて 託す おく 少々

:ご 伝 言 をお 願 い して もよ ろ しい で し ょ うか

2-3.da'の 慣 用 句 的 な 表 現

以 上 、da'Jを 用 い た 代 表 的 な 構 文 の い くつ か を 見 て きた が 、一 方 、あ る特

定 の 動 詞 に つ い て 慣 用 的 な フ レー ズ と して 用 い られ る もの もあ る。 次 に 肯

定 表 現 、 否 定 表 現 と し て用 い られ る もの を い くつ か み て み よ う。

(23)duuda'J:見 れ る,見 て 一 応 の価 値 は あ る よ うに 思 え る

faddaj:聞 け る,聞 い て 筋 道 が 通 って い る よ うに 思 え る

camdaj:覚 えて い る

sうっbdaj:試 験 に合 格 す る

penpajda'J:う ま く彳于く

一khawkandaj:う ま くや っ て行 け る

penkandaj:一 緒 に や っ て 行 け る

chajkaandaj:も の に な る,使 え る

priabdajkab～:～ に 譬 え られ る,～ の よ うだ

(24)hasthiipriabmaj/midaj:無 二 の,比 肩 す る もの の な い

hastuacabmajda'J:匹 敵 す る者 が い な い

:1
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siamajdaj:そ うす る よ り仕 方 が な い

haskhaamida'J:計 り知 れ な い

awnsEmajda'7:当 て に な ら な い 、 本 気 で 取 り組 め な い

hasmidaj:い い え 、 そ うで は あ り ませ ん

uadkerbmajdaj:手 も 足 も出 な い

chajmajdaj:使 い もの に な らな い

suumajdaj:太 刀 打 ち で きぬ,か な わ な い,較 べ 物 に な らな い

chuajmajdaj:仕 方 が な い,ど うに もで き な い ・

majmiiroogdaj:病 気 にか か ら な い

wajwaaOcajmajdaj:頼 り無 い

jog-laagmajdaj:取 り返 しがつ か な い

JEEgcaagkanmajda'J:不 可 分 の

liigEaomajdaj:不 可 避 の

khaadsiamajdaj:不 可 欠 の

thonmajdaj:や り きれ な い

thonjuunib..・maddaj:居 て も立 っ て もい られ な い

これ ら の 中 に は 次 の よ うに 補 文 構 造 を受 け る もの も あ る。

(25)～kう っpendaj:～ こ と もあ り う る

～k5っwaamajda'J:～ こ とは何 と も言 え な い

2-4.dajの 語 用 的 な表 現

da'Jに は可 能 の 表 現 形 式 を も ちな が ら 、機 能 的 に 他 の 言 語 表 達 を 意 図 す る

用 法 が い くつ か 観 察 され る。

A)反 語 表 現

多 くは 文 末 にjaaoraj「 ど うや っ て」、myaraj「 い つ 」 な どの 疑 問 詞 を

と もな う。 次 の例 で は ど ち ら も否 定 的 な事 態 を強 調 した もの で あ る 。

㈱a.kindajjaaOraj:ど うや っ て 食 べ られ るん だ(食 べ られ な い)
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b.chajda'Jmyaraj:い つ 使 え る と い う ん だ(使 い 物 に な ら な い)

c,miiroanphianniddiawthamarajdaj

ある 金 たった 少し だけ する

:少 し しか 金 が な い の に 何 が で き る とい うん だ(何 もで きな い)

B)勧 誘,要 求

この 場 合 もdajは 主 に 文 末 に現 れ 、何 か 好 意 的 に 人 に勧 め た り、相 手 に

期 待 を い だ か せ る 言 い 方 と して 用 い られ る こ とが あ る。

(27)a,samrednESfanwaanwajdaj

成功する 必ず 期待する

:き っ と う ま く い く、 期 待 し て 待 っ て い て くれ

b,thaamiiookaadpajjiipunpajhasphomtaamthiijuunii

もし ある 機会 行 く 日本 訪ねる 僕 従 うfia7rこ の

dajlaajkh.

語気詞

:も し、 日本 へ 来 る機 会 が あれ ば 、 この 住 所 の と こ ろ に訪 ね て

来 て くだ さ い

C)話 し手 の 気 持 ち

次 は 通 常 の 状 況 で は考 え られ な い 事 実 に 対 して 、 話 し手 の 意 外 性 ・反 発 と

い っ た気 持 ち を表 した もの で あ る。

(28)a,phuuddajmajaajpaag!

:よ く もそ ん な こ とが 言 え て恥 ず か し くな い もの だ!

b.khonaralk5っw・madruukhaajluugtaadamdamdajthankhon

人 何 も 知る 売る 子 小さな まま 人

:ま っ た く どん な 人 間 なん だ 、こ ん な小 さ な子 供 を売 る な ん て!

c,khoncajraajkhiandajkhianaw!

、ぺ 悪辣な ぶつ ぶつ(強 調)

:こ ん な に ひ ど くぶ つ な ん て 、何 て ひ ど い奴 等 な ん だ ろ う!

2-5.penとwaj

penとwajの 用 法 は 、 以 上 述 べ たdajの 用 法 と比べ た 場 合 、 あ る程 度 、
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意 味 範 囲 が 制 約 され る とい う特 徴 が あ る。次 の例 で は 質 問 のpenはdajと

ほ とん ど区 別 な く用 い られ て い るが 、答 のda'Jはpenに 置 き換 え る こ とは

で きな い 。
6

(29)waaj-nampenmajP:泳 げ ま す か'

-phっ っcawaajthテOkhoodhintroηn60nda'J

まあ 泳ぐ まで 丘 石 あそこ

:あ そ こ の 岩 場 ぐら い ま で は 泳 げ ます

一 般 的 に はdajが 主 観 的 に そ な え持 つ 能 力
,客 観 的 条 件,環 境 的 支 配 下 で

成立 す るの に対 して 、penの 基 本 的 な意 味 は 学 習 や 訓 練 ・習 慣 の励 行 ・継

続 の結 果 、習 得 され た 技能 ・能 力 を示 す 。

(30)khruusう っnnagrianhajphimdiidpen

教師 教える'k徒 させる タイブ できる

:先 生 は生 徒 に タイ プ が 速 く打 て る よ う に教 え る

また 、不 可 能 の 形 はdajと 同 じ く<動 詞 ・maj・pen>と な るが 、完 全 に

能 力 を否 定 した わ け で は な く、 で き る こ と は で き るが うま くは で き な い と

い う状 況 を と きに 遠 慮 して い う表 現 とな る。 した が って

(31)phuudthajmajpen:(習 っ た こ とが な くて)タ イ語 が 話 せ な い

r5っophlε εgmajpen:(練 習 した こ とが な くて)歌 え な い,音 痴 の

waaj-nammajpen:(〃 〃)泳 げ な い 、 か な づ ちの

dシymlawmajpen:(飲 み つ け な くて)酒 が 飲 め な い,下 戸 の

の よ う な例 に 顕 著 に み られ る。 も と も とmajpenに は

(32)majpenrラaη:話 に な らな い

majpenpra?yoog:役 に た た な い

majpenpanhaa:問 題 に な らな い

majpenruubpenrっ っj:見 る影 もな い 、見 る に耐 えな い

の よ うな 言 い 方 が い くつ か あ り、概 し て 「様 に な ら な い」 と い っ た 意 味 を
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もつ 。従 っ てpenを 用 い た 可 能 ・不 可能 の 表 現 も、あ る一 定 の 水 準 ・領 域

に 達 す る か ど うか とい う意 味 背 景 を もつ 状 況 が 呈 示 され る。 ま た 、 次 の よ

うに 〈m旬 ・pen・ 動 詞 〉 の 形 で不 可能 を表 す 例 もみ られ る 。

(33)nっ っnAmadpenSUg:お ち お ち 眠 れ な い

legklaamajpensanim:さ び な い鋼 鉄(ス テ ン レ ス ス チ ー ル)

次 にw6jに つ い て で あ るが 、 これ は あ る種 の 経 済 的 な 条 件 で 、 ま た は量

的,体 力 的,物 理 的 に み て何 か を成 す こ とが 出来 る か 出 来 な いか を表 す 言

い方 で あ る。 こ の場 合 も不 可 能 の 表 現 が 多 く現 れ 、 従 っ て 、本 来 は 出 来 る

能 力 を備 え て い るに もか か わ らず 、 外部 的 な 制 約 、 環境 の支 配 下 の も とで

不 可 能 な 状 況 に あ る こ と を表 す 。

(34)a,nyajmaag/klajmaaglaajdaanmajwaj

疲れて 大変 遠い 大変 それで 歩く

:大 変 疲 れ て い て/大 変 遠 くて 、 歩 くの が 難 儀 だ

b.phε εOAmaag/im1ξ εwlaajdシymmajwaj

高価 大変 一杯 ～た それで 飲む

:大 変 高 価 な の で/も う一杯 で 、 こ れ 以 上 飲 め な い

c,nagmaag/khondiawjogmajwaj

重い 大変 一人 だけ 持ち.ヒげる

:大 変 重 く て/一 人 で は 、 持 ち 上 げ ら れ な い

d.jaagpajrooOriancontheebcarっ っchawwanrunkhynAmad

たい 行 く 学 校 ほ どに ほ とん ど 待 つ 朝.lr%f

wad

:早 く学 校 に行 き た くて 、 朝 が 待 ち きれ なか った

な お 、慣 用 句 と して は 次 の も の が あ る。

?awmajwaj:手 に 負 え な い,手 を焼 く

?odcajAmadwaj:矢 も盾 もた ま ら な い,我 慢 で きな い

.,
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3.補 助的な動詞を用いた表現.

可能 ・不可能 を表す もう一つの手段 として、方向動詞や二次的な動作の

結果を表す動詞 を用いた言い方 とがある。まず方向動詞か ら見ていこう。

3-1.方 向動詞を用いた表現

タイ語の動詞の下位分類の一つ として方向動詞は意味的に、また構文的

に大きな特徴 をなす ものである。方向動詞 とは普通の動詞であったものが

ある種の方向性の意味を強調 して転用されたもので、本来の動詞的な性格

を強く残しているものや、抽象的な意味をもつ ものなどその種類 もさまざ

まである。動詞に後置 して補助的な意味をもつという点では中国語の 「趨
　

向動 詞 」、ま た は「結 果 補 語 」に 似 た 成 分 で あ る と言 え る 。方 向動 詞 で は つつ9,

1…khaw,khy・ にそれぞれ次のような意味特徴がみられ黜

A)δ09

これ は あ る動 作 が 内部 か ら外 部 に 向か う と い う基 本 的 な 意 味 要 素 を もつ

が 、 まず 具 体 的 な 意 味 用 法 か ら考 え て み よ う。 次 の い ず れ の 例 も うっgは 自

然 に その 動 作 が も た ら され る とい う 自発 の 意 味 に 近 い性 格 を も っ て い る。

(35)a.haajcajう っg:息 が 出 る

b.jε εgうっg:分 離 す る

c.phuudう っg:物 が 言 え る

d.paadう っg:開 く

こ れ らの 本動 詞 と方 向動 詞 の 間 に 否 定 詞 のmajが 入 る と 、「～ よ う と して も

(ち ゃん と)で きな い」 とい う不 可 能 の 意 味 を表 す こ とが で きる 。
注)io

(36)a.haajcajmajう つ9:息 が で き な い

b.jε εgmajう っg:分 離 で き な い

c.jibmajう っg:(銃 で)射 って も射 ち 抜 け な い

d.phαudmaDっg:話 そ う と して も物 が 言 えな い

e.laaomaDっg:洗 って も(汚 れ が)と れ な い
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こ こ でphuud「 話 す 」を例 に と って 　・maddajを用 い た 否 定 の 意 味 と比 較 し

て み る な らば 、Amadda'Jの 場 合 、「秘 密 だ か ら 、 ま た は 口が 不 自 由 な の で 」

とい う一 般 的 な制 約 が あ る の に 対 して 、majう っgの 場 合 は 「感 極 まっ て 、

ま た は喉 が つ ま る よ うな気 が し て思 う よ うに(話 せ な い)」 とい っ た 心 理 的 戛

生 理 的 な制 約 を も表 し て い る。 ま た 、

(37)a.h30niikuncε ε15っgjuupaadmajう っ9

部屋 この 鍵 ロックするいる 開く

:こ の 部 屋 は鍵 が か か っ て い て 、開 か な い/開 け られ な い

b.nyanlawkhiawcyOmajkhδjう つ9

肉 硬い 噛む で あまり

:肉 が 硬 い の で あ ま り噛 み切 れ な い

a.の 例 で は 「本 来 は 開 くは ず の もの が 開 か な い 」 とい う特 殊 な 事 情 を意

味 して い る。 い く ら努 力 を施 して も動 作 が 達 成 され な い とい う意 味 で は 、

日本 語 の 「燃 や した が 燃 え な か っ た,閉 め たが 閉 ま ら なか っ た 」 とい っ た

一 見 矛 盾 した 言 い方 に近 い
。 さ らに 次 の 例 で は 、 買 い手 が 不 在 の た め に 物

が 人手 に 移 っ て い き に くい と い う意 味 で 、期 待 した は ず の事 態 が 結 果 的 に

成 立 しな か っ た 状 況 が 表 され て い る。

(38)nラaOcaagraakhaaphε εηbaancyOkhaajAmadう っg

～ため 値段 高い 家 で 売る

:値 段 が 高 い た め に 家 が な か なか 売 れ な い

さて 、 うっgの も う一 つ の 意 味 要 素 は 「分 る」 とい う認 識 で あ る 。 可 能 表

現 に お い て 「理 解 す る」とい う認 識 は大 き な意 味 領 域 を もつ もの で あ る が 、

うっgも そ の結 果 の成 立 を補 助 す る 自発 的 な役 割 を担 っ て い る。

(39)a.aanう っg:読 ん で わ か る

b.duuう っg:見 て 見 分 け が つ く

c.faη うっg:聞 い て 分 る

d.nゴ9う っ9:想 像 す る,思 い 出 す

:・
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e.khidう っ9:考 えつ く,考 え 出 す

f.dawう っg:予 測 が つ く

こ こ で は視 覚 、 あ る い は 思 考 を表 す 動 詞 と と もに 用 い られ る こ とが 多 い。

た だ単 に 「読 む 」 とい っ た だ け で は ど こ ま で 「理 解 で きた か 」 は定 か で は

な い 。上 記 の 例 で は 「読 ん で そ の 意 味 が とれ る」 そ の結 果 ま で を明 示 して

い る の で あ る。 こ う した 事 情 は 疑 問 文 に お い て よ り明確 に 現 れ る。

(40)nygphaab-chiiwidthiimajmiimξ ε一tεεfajfaachalう っgmaj?

思う 図 生活 ～ところの ある さえ 電気 使う

:電 気 さ え な い 生 活 が 想像 で き るか

同 じ よ うに否 定 表 現 で は そ の 状 況 背 景 が 具 体 的 に 示 唆 さ れ る こ とに な る。

(41)a.aanmajgag:読 ん で も意 味 が 分 な い,気 持 ちが 見 抜 け な い

b.fadmajう っg:聞 い て も意 味 が わか ら な い

c.duumajう っg:見 て も見 分 けが つ か な い

d.nゴgmaDっg:想 像 もつ か な い,思 い 出 せ な い

e.khidmalう っg:考 え つ か な い,考 え 出せ な い

B)khaw

うっ9と は 対 称 的 に 本動 詞 の 表 す 動 作 が 積 極 的 な 方 向 へ 進 行 した り、ま た そ

の結 果 あ る動 作 が 完 全 に 結 果 まで 到達 した状 態 にな る とか 、 外 部 か ら内部 に

あ る動 作 が 及 ぶ とい っ た 意 味 要 素 を もつ もの で あ る。

(42)a.ragkhaw:愛 して し ま う

b.henkhaw:見 て し ま う

c.phobkhaw:出 くわ す

d.phuugtidkankhaw:結 び 合 わ せ る

この 場 合 も否 定 表 現 に お い て 不 可 能 の 意 味 が 明 示 され る。

㈱a.kinmajkhaw:食 べ て も腹 の な か に 入 らな い

b.pidAmadkhaw:閉 め て も きち ん と閉 ま らな い
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c.sajmajkhaw:入 れ て も ち ゃ ん と入 り切 ら な い

d.thuumajkhaw:(皮 な ど を)こ す っ て も切 りこめ な い

C)khyn

動 作 が 下 か ら上 に 向 か う 、 ま た は 程 度 の増 加 とい っ た意 味 要 素 を もつ 。

さ らに 「何 か が そ こか ら生 じる」 と い う抽 象 的 な 方 向 性 を も意 味 す る。

(44)a.pluugkhyn:生 えて くる

b.j6gkhyn:持 ち上 げ る

c.binkhyn:飛 び 上 が る

d.thaajruubkhyn:写 真 うつ りが よ い

e.fadkhyn:聞 い て 納 得 で き る

f.nygkhyn:思 い 出 す

g.khidkhyn:考 えつ く

こ の場 合 も否 定 表 現 に よ っ て 不 可 能 の 意 味 が 全 面 的 に 表 さ れ る。 こ の場 合

も然 るべ き条件 ・理 由 が 介 在 す る こ とが 必 要 で あ る 。

(45)a.plizugmajkhyn:植 え て も生 え て こ な い

b.lugmajkhyn:立 と う と して も立 ち あが れ な い

c.jogmajkhyn:持 ち あ げ て も持 ち上 が らな い

d.th5っntuamajkhyn:(悪 事 か ら)身 を抜 け 出せ な い

e.ηooh丘amajkhyn:頭 が 上 が らな い/起 き られ な い

f.huumajkhyn:頭 が 上 が ら な い(逆 ら え な い)

9.fadAmadkhyn:聞 い て も筋 が 通 らな い

こ こ で は 思 考 動 詞 の ほ か に 、具 体 的 な動 作 動 詞 に も 多 く用 い られ る。ま た 、

これ らの 中 に は 次 の よ うに 否 定 の 慣 用 句 とな っ た もの もあ る 。

(46)a.thianmajkhyn:言 い合 い を して も勝 ち 目が な い

b.khunmajkhyn:養 って も恩 を感 じな い,手 伝 っ て も意味 が な い

..
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D)・loO

これ はkhynと 対 称 的 に上 か ら下 へ 動 作 が 向 か っ た り、ま た は程 度 の 減 少

を表 す 意 味要 素 に加 え て 、 行 為 が そ こ に落 ち 着 く とい っ た意 味 も含 む 。 次

の よ うに 否 定 の 形 式 に お い て 多 く用 い られ る 。

(47)a.klyynmajlord:飲 み 込 め な い(喉 が 痛 くて,遠 慮 して)

b.,.kinmadlord:(心 配 で)食 べ て も喉 を通 らな い,勝 算 が な い

c.khaamajlord:殺 せ な い 、 手 を下 せ な い

d.haanmajlordtua:割 り切 れ な い

ま た 、慣 用 句的 な表 現 と して は 次 の よ うな 例 が あ る 。

(48)a.commajlord:沈 み切れ ぬ,落 ちぶれ て も貧乏 人 ら し く暮 らせ ない

b.robbanchiimajlord:帳 尻 が あわ な い

c.pidbanchiimajlord:決 算 が で き な い

d.pidhiibmajlord:箱 に蓋 が で きな い,赤 字 に な る

3-2.二 次 的 な 動 詞 に よ る表 現

あ る動 作 の 結 果 を表 す 動 詞 が 補 語 と して 用 い られ た もの は 、 否 定 表 現 の

場 合 、可 能 補 語 的 に そ れ ぞれ 不 可 能 の 意 味 を具 体 的 に 表 す こ とが で き る。

次 に そ れ らの動 詞 を観 察 す る前 に 、 タ イ語 の 複 合 動 詞 の 特 徴 に つ い て 簡 単

に ふ れ て お くこ とに す る 。 日本 語 で 「射 ち殺 す 」「溺 れ死 ぬ 」 とい っ た 言 い

方 は タイ 語 で は 、一 次 的 動 作(起 因)と 二 次 的 動 作(結 果)と に分 け 、

(49)jib(khon)taaj:(人 を)射 って 死 なせ る

com(nam)taaj:(水 に)溺 れ て 死 ぬ

の よ うに 、 「～ して ～に いた ら しめ る」、 ま た は 「～ して ～ に な る」 とい っ

言 い 方 を す る。 次 に あ げ る動 詞 もそ れ だ け で意 図(ま た は手 段 ・方 法)と

結 果 を 内 包 し 、可 能 相動 詞 と して 自 発 の意 味 を もつ もの で あ る。

(50)mっ っohen:(見 て)見 え る

faddaj-jin:(聞 い て)聞 こ え る

:・
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hascaa:(探 して)見 つ か る

nっっnlab:(寝 て)眠 る
ノ

これ らは可能の意味を強め るためにdajと の併用 も認められる。
　 　ユ

(51)moっOhendajthuapaj:至 る所 に 目に す る こ とが で き る

そ し て こ れ らの 二 つ の 動 詞 の 間 に 否 定 詞 が 入 る と不 可 能 の 意 味 を表 す 。

(52)mっ っomajhen:(見 て も)見 え な い

fadAmaddajjin:(聞 い て も)聞 こ え な い

hasmajcaa:(探 して も)見 つ か ら な い

nっっnmajlab:(寝 て も)眠 れ な い

こ の なか で も特 に 文 法 化 の 進 ん だ もの を い くつ か 見 て み る こ とに し よ う。

A)than

「間 に合 う」 とい う意 味 の動 詞 が 補 助 的 に 用 い られ る と
、時 間 との 関 係

で 、 あ る行 為 につ い て い くこ との 可 能 ・不 可 能 を表 す こ とが で きる 。

(53)laj(taam)than:追 い つ く

rianthan:勉 強 につ い て い け る

ruuthan:相 手 の 考 え て い る こ と を見 抜 く

fadthan:話 が 聞 き とれ る

khidthan:考 え が つ い て い く

否 定 表 現 は 「～の に追 いつ け な い 」 とい っ た意 味 で 用 い られ る。

(54)fartmajthan:速 す ぎて 聞 き とれ な い

rianmajthan:勉 強 に つ い て行 け な い

khidmajthan:考 えが つ い て 行 け な い

13bmajthan:よ け切 れ な い

niimajthan:逃 げ 遅 れ る/逃 げ そ こ な う

t30nrabmajthan:(客 が 多 くて)応 接 に 暇 が な い

plianmajthan:変 化 につ い て ゆ け な い
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phalidmajthan:生 産 が 間 に 合 わ な い

saikha?nε εnmajthan:い ち い ち 評 価 し きれ な い

B)thuug

「正 し い」 とい う意 味 のthuugを 用 い て 、 あ る行 為 が 間 違 い な く出 来 る

か 出 来 な いか を表 す 言 い方 で あ る。 以 下 、 否 定 表 現 の み 示 す 。

(55)pajmajthuug:途 中 で 道 に 迷 っ て 行 け な くな る

bうっgmajthuug:う ま く言 葉 に な ら な い

thaajmajthuug:正 し く言 い 当て られ な い

khaadmajthuug:(将 来 の)想 像 が つ か な い

thamtuamajthuug:身 の 置 きど こ ろ が な い,バ ツ が 悪 い

tadsincajmajthuug:決 心 が つ きか ね る

jiηmajthuug:射 っ て も的 に 命 中 し な い

thamarajmajthuug:何 も手 に つ か な い

pathibadtonmajthuug:ど う振 る舞 うべ きか 分 らな い

C)tog,tESg

「落 ち る」,「 割 れ る」 とい う意 味 が 抽 象 的 な意 味 に 転 移 した もの で 、 否

定 表 現 で は 、 い くら努 力 して も その 結 果 に 到 達 で き な い事 態 を表 す 。

(56)kε εmajtδg:複 雑 で解 決 で き な い

khidmajtog:解 決 方 法 が 考 え つ か な い

ploomajtδg:雑 念が 多 く悟 り切 れ な い

tiimajt鴕g:叩 き壊 せ な い 、 解 釈 で きな い

khobmajtEEg:噛 み 切 れ な い 、解 釈 で き な い

D)t呼o

「達 す る」 とい う意 味 要 素 を も ち
、 否 定 表 現 で は 「あ る行 為 が そ の 目的

とす る と こ ろ まで は 及ば な い 」 とい う意 味 を表 す 。

(57)jibmajth動:手 が 届 か な い
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ruuAmadth両:知 識 が 及 ば な い

khawmajthラU:(目 標 な どに)達 し な い

khaadmajthテ η:計 算 外 の

ノ

nygmajth動:思 い もよ らな い

jaiAmadth動:計 り知 れ な い

E)tid

「く っつ く」 と い う意 味 要 素 を もち
、 否 定 表 現 で は 派 生 的 に 「あ る行 為

が そ こ に静 止 、 また は 固定 で き な い」 な どの 意 味 を表 す 。

(58)legmaagconjibmajtid:抓 め な い ほ どに 小 さ い

r5っncajconAnarkmadtid:気 が せ い て じっ と座 って お れ な い

panhaataaηtaaηpradankhawmaacontarptuamajtid

:次 か ら次 と問 題 が 発 生 して応 じ きれ な い/身 が もた な い

kh5っ ηthiifajmajtid:不 燃 物

thoomajtid:電 話 をか け て も通 じな い

thaamajtid:塗 って も色 が つ か な い

F)juu

「(そこに)じ っ と し て い る
,動 か な い」 と い う意 味 要 素 を もつ もの で特

定 の 動 詞 に 限 り、否 定 表 現 で は 「不 安 定 ・不 完 全 」 の 意 味 を表 す 。

(59)sorbtuamajjuu:じ っ と立 っ て い られ な い,持 ち応 え られ な い

nibmaj沁u:少 し も静 か に して い な い

tarpsodmajjuu:気 を落 ち つ け る こ とが で き な い

jiumaljhu:射 つ に は 射 って も射 ち倒 す こ とが で き な い

G)mod,cob,sed

「尽 きる
、 終 わ る」 と い う意 味 要 素 を もつ もの で 、 不 可 能 の 意 味 を表 す

例 と し て は次 の 言 い方 が あ る 。

㈹kinmajm6d:食 べ きれ な い,食 べ の こす
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thiawmajcob:見 物 して も 見つ くせ な い

(jai)nabmajsさd:(ま だ)数 え きれ な い(終 わ ら な い)

H)chad

「は っ き り して い る」 とい う意 味 の 形容 詞 で あ るが
、不 可能 の 意 味 を表

す 例 と して は次 の 言 い'方が あ る。

㈹fadmajChad:は っ き り と聞 き とれ な い

mっ っumajchad:は っ き り見 え な い

phuudmajchad:は っ き り話せ な い

thaajmajchad:写 真 が は っ き り とれ な い

1)tha?nad

「便 利 な
、 都 合 の よい 」 とい う意 味 で 不 可 能 を表 す 例 と して は 、

(62)kinmajtha?nad:(箸 で,料 理 が 遠 くて)う ま く食べ ら れ な い

daanmajtha?nad:(酒 に酔 っ て)う ま く歩 け な い

henmajtha?nad:(位 置 が 悪 くて)は っ き り と見 え な い

J)sa7nid

「親 しい
、 完 全 な」 と い う意 味 で 、

㈹haajsa?nid(完 全 に 治 る)

majhε εηsa?nid(完 全 に 乾 き切 ら な い)

mっ っOnaakanmajsa?nid(険 しい 目で 見 合 う)

の よ うに 結 果 補 語 的 に 用 い られ るが 、不 可 能 を表 す 慣 用 句 と して は 、

(sa)fadmajsa?nid:聞 い て ど う も変 な 感 じが す る 、 俯 に 落 ち な い

tiinaamajas?nid:隠 し切 れ ず に ポ ロ を 出 す

K)khaad

「切 る
,欠 け る」 とい う意 味 要 素 を も ち 、不 可 能 の 意 味 を表 す 言 い方 と

して は 次 の 例 が あ る。

(65)tad/hanmajkhaad:切 って も切 れ な い
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但 し、,..madkhaadが 本 来 の 主 動 詞 に つ く と 「絶 えず 」 とい う意 味 に も な る

㈹dajjins瓶Otheenamjuumajkhaad

聞こえる 音 水道 いる 絶えず

:水 道 の 水 の 音 が 絶 えず 聞 こ え る

L)ph6n、r50d

いず れ も 厂免 れ る,助 か る」 とい っ た 意 味 を もち 、不 可 能 の 意 味 を表 す

用 法 と して は 次 の例 が あ る 。

(67)niimajphon:逃 げ切 れ な い,免 れ られ な い

sεεηmajph6n:(車 を)追 い越 そ う と して追 い 越せ な い

liigmajph6n:(人 に遭 うの は)避 け られ な い

pajAmadrδ っd:最 後 まで や り通せ な い

以 上 、文 法 化(一 般 化)の 進 ん だ もの を あ げ た が 、 そ の 他 に 個 別 的 に 用

い られ る不 可 能 を表 す 表 現 と して は 次 の よ うな もの が あ る 。

(68)nabAmadthuan:数 え きれ な い

khunmajch夕ao:養 っ て い るの に 慣 れ て お とな し くな らな い(慣)

liar　 ・madchラao:飼 い馴 らす こ とが で きな い(慣)

kuumajklab:呼 べ ど声 が 返 らず 、止 め て も聞 く耳 を も た な い(慣)

chagnaamajthynlard:収 入 の 範 囲 内 で 生 活 で き な い(慣)

沁umajSUg:じ っ と して い られ な い(悪 戯 好 きで 、仕 事 好 きで)

pidkhwanfajmajmid:煙 草 の 火 は 完 全 に は 覆 え な い 、大 変 な こ

と を して 隠 し きれ な い(慣)

la'Jmajcon:い く ら能 力 を試 さ れ て も追 い 立 て られ て も屈 しな い

jiabkhiik葡malfう っ:軟 らか い鶏 糞 で さえ 踏 ん で も踏 み つ ぶせ な い 、

本 気 に な っ て働 か な い(慣)

3-3.そ の 他 の 慣 用 句 的 な 表 現

以 上 述 べ た 否 定 の 形 式 を並 列 的 に 並 べ て 言 う慣 用 的 な 言 い方 を次 に い く

つ か 見 て み よ う。 い ず れ も格 言 的 な 意 味 で 用 い ら れ る性 格 の もの で あ る 。
注)工2
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a.jiOmajう っgfanmajkhaw

:射 って も当た らず 、斬 りつけ て も肉 に食 い込 まな い,不 死 身 の

b.klyynmajkhawkhaajmajう っg

:飲 み込 む こ ともで きず吐 き出す こ ともで きな い,進 退 が きわ ま る

c.phuudmajう っgbう っgmajthuug

:口 に は出せ ず 、 また言 えて も正 確 に表現 で きな い,判 断 に苦 しむ

d,cabmajdajlajmajthan

:い くら捕 まえよ う として も うま く逃 げの び る,言 い逃 れが うまい

e,tognammajlajtogfajmajmaj

:水 に落 ちて も流 されず 火に落 ちて も焼 け な い,善 人は必 ず助 か る

f,syykinmajmodkhodkinmajnaan

:正 直 者 は食 うに事 欠 か な い が,嘘 つ きは長 くは 食って いけ ない

9.khaamajtaajkhaaj　 .madkhaad,khaakε εg,..madlord

:殺 す に殺 し きれ ず 売 るに 売 り とば せ な い,殺 して ス山 プ に す

る に 忍 び な い

3-4.複 合 動 詞 と否 定 詞 の 位 置

次 に二 つ の動 詞 成 分 に お け る 、 否 定 詞 の 有無 と そ の位 置 をめ ぐる 問 題 に

ふ れ てみ る こ とに した い 。 こ れ まで 、二 次 的 な 動 詞(後 項動 詞)と 本動 詞

(前 項 動 詞)と の 間 に 置 か れ た 否 定 詞 は 、 そ の 全 体 を不 可 能 の 意 味 と して

表 す こ と をみ て き た が 、 常 に 否 定 形 が 成 立 す る と は 限 らな い 。 例 え ば 、

㈲a.khaamajtaaj:殺 して も死 な な い

b.*jiomajtaaj:射 って も死 な な い

を比 べ た 場 合 、b.が 不 適 格 で あ る の は 恐 ら くkhaa(殺 す)とjirk(射 つ)

とい う動 詞 の 持 つ 意 味 の 結 果性 の 違 い に よ る もの と思 わ れ る。「殺 す 」こ と

は手 段 で あ り、 「死 」 と直 接 的 な 帰 結 の 関 係 を 含 意 す るが 、 「射 つ 」 の 場 合

は そ う と は 限 らな い 。b.は 次 の よ うに 補 助 的 な 語(～IEEWtε εyak～)
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「～ たが
,ま だ ～」 を と も な っ て 言 わ な け れ ば な らな い。

b.jiη16εwtε εjaiAmadtaaj:射 っ た が ま だ死 な な い

複 合 動 詞 を構 成 す る前 項 動 詞 と後 項 動 詞 との 関 係 は 、以 上 み て き た 限 り、

1類:動 詞(被 修 飾 要 素)・ 方 向動 詞(修 飾 要 素)

II類:動 詞(修 飾 要 素)・ 二 次 的/補 助 的 な動 詞(被 修 飾 要 素)

の よ うに分 類 され よ う。1類 の 場 合 、 後 項 動 詞 は抽 象 的 な意 味 で あ るが 、
　 ユヨ

II類の場合は二つの行為 ・作用の時間的な前後関係が前項 ・後項の関係 を

規定 している。意味の中心を成すのは1類 では前項動詞であ り、II類 では

後項動詞 と考えることができよっ。

一方、これ もある動詞に限って言えば、否定詞の位置が移動することに

よって意味の変化が認め られる。例えば、
れつ 　　

(71)a.nっ っnmallab:眠 れ な い(結 果)

b.Amadnっ っnlab:眠 らな い で お く(意 志)

の よ うにa.の 場 合 の否 定 の 領 域 はlab(眠 る)に 及ぶ が 、b.で はnっ っn

lab(熟 睡 す る)全 体 に か か り、そ の 否 定 を表 す わ け で あ るか ら 、意志 的 な

意 味 とな り、 日本 語 の 「(眠 ら)な い で お く」 とい う行 為 に 相 当す る。つ ま

り不 可 能 の 意 味 とは 別 の 事 態 が 表 わ さ れ る。 次 の例 も同 様 で あ る。

(72)a.sう っbmajtog:試 験 を受 け て も落 ち な い(結 果)

b.Amadsう っbtog:試 験 に 落 ち な い よ うに す る(意 志)

とは 言 え 、 この よ うな 否 定 詞 の移 動 が 、 あ との 本 動 詞 の 表 す 動 作 の 意 志 性

に よ っ て は 補 助 的 な 動 詞 との 間 に 一 般 的 に 適 用 さ れ るわ け で は な い 。

二 次 的 な 動 詞 成 分 が 可 能 ・不 可 能 を表 す と い う用 法 が 、 助 動 詞 を用 い た

表 現 と並 行 して 、 歴 史的 に い つ か ら頻 用 され 始 め た の か は 定 か で は な い 。

そ の類 似 性 か ら中 国語 の影 響 も大 い に 考 え ら れ る と こ ろ で あ るが 、 そ の 種

類 も まだ 今 の と こ ろ調 査 が 不 十 分 で 、 形 式 化 の す す ん だ もの と個 別 的 な も

の との 判 定 も明 らか で は な い。 た だ 、 慣 用 度 の 高 い もの ほ ど 、本 来 は 複 文
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構 成 で あ った もの が 、 二 次 的 な動 作 行 為 が 省 略 され て 、 その 形 式 的 な要 素

だ け が 残 った もの で は な いか とい う こ とは推 測 され る 。 以 下 、 あ た か も意

味 上 は一 つ の 文 節 を 成す か の よ うに 二 つ の 動 詞 が 連 動 して 、 不 可 能 の 意 味

を含 意 す る連 語 的 な表 現 と な っ た例 をあ げ て み よ う。haajな ど は そ の 形 式

化 が す す ん だ もの と考 え られ る。

(73)ragsaaAmadhaaj:治 して も よ くな らな い 、 治 らな い

thuujaaOrajklink5っmajhaaj:い くら擦 っ て も匂 いが とれ な い

t願uthawrajk3っmajsa?aad:い く ら拭 い て もい れ い に な らな い

fadmajruurラao:聞 い て もさ っ ぱ り分 ら な い

phuudmajsamred:言 っ て も うま くい か な い

kh5つ ηjarsmaamaikhrob:品 物 が まだ 揃 っ て い な い

.,.
miimadtryg:(あ っ て)尽 きな い 、 い く らで も あ る

kinmajim:食 べ て も腹 い っ ぱ い に な ら な い

4.そ の 他 の 可 能 に準 ず る表 現

可 能 ・不 可 能 を 含 意 す る 表 現 は 、 こ れ まで 述 べ た 以 外 に もい くつ か 観 察

さ れ る。 直 接 的 な表 現 を避 け 、 い くぶ ん婉 曲 的 な意 味 を もつ もの が 多 い。

A)thamhaj

広 く 日本 語 の 「～ させ る」に 相 当す る と こ ろ の使 役 表 現thamhajを 用 い

た文 は 、 結 果 的 に は その 恩 恵 に よ っ て新 しい 状 況 を 発 生せ しめ る とい う点

で 、 可能 の 状 況 を 含 意 す る もの で あ る。

(74)a,kaan-sygsaathamhajkhonchalaad

教育 ～にする 人 賢い
:教 育 は 人 を 賢 くす る

b,kaan-rianphaasaathajthamhajphomkhawcaj

勉強 語 タイ ～にする 僕 分る

wadthanathamthajdiikhyn

文化 タイ いい な る
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:タ イ語 を勉 強 した おか げ で タ イの文 化 が も っ と分 る よ うに な っ た

B)方 法/時 間/機 会etc.～ が あ る、 な い

(hon)thaaU「 方 法 」,ookaad「 機 会」,SICI「 資 格 」 な ど の抽 象 名

詞 を用 い て 、 そ の 有 無 に 言 及 し て可 能 ・不 可 能 の 意 味 を間 接 的 に 表 す こ と

が で き る 。dajが 補 文 に 用 い られ る場 合 も あ る 。

(75)a.miiamnaadsyykh30khaaOs通uU:比 較 的 購 買 力 が あ る

b.miiwithiiPつ つnkanawwajkう っn

:前 もっ て予 防 す る方 法 が あ る

c.miiookaadsadε εOkhwaamkhidhendaj

表明する 意見

:意 見 を表 明す る機 会 が あ る

(76)a.majmiithaaOfyyntua:身 の持 ち 直 しよ うが な い

b.majmiithaaηthiicanii:逃 げ 出 す 術 が な い

c.majmiikamlaOfanphっ っthiicamiirod

:車 を持 つ だ け の ゆ と りが な い

d.majmiisidthiicariagtuaeerywaapenjfηsaaodaajlaaj

ある 資格 ところの 称す 自分自身 というである 若い女桝 全く

:自 分 を若 い女 性 だ と称 す る資 格 は な い

wan「 日」 とい う語 を 使 っ て 「～ こ とは な い」 の 意 味 を表 す こ とが あ る。

(77)a.Amadmiiwancomnamtaaj:(鵞 鳥 な ら)溺 れ る こ とは な い

b,majmiiwanthiicasalad-thinsiadaj

:(貧 乏 を)捨 て去 る こ との で き る 日は(永 遠 に)な か っ た

その ほ か に もAmadmii「 ～が な い」 を使 っ た不 可 能 を表 す 言 い 方 と して 、

(78)a.majmiifansyy:買 うお 金 が な い(お 金 が な くて 買 え な い)

b,majmiikhrajfyynduanchataadaj

:だ れ も運 命 に逆 ら う こ とは で きな い
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の よ う な例 が み られ る。

C)khうohaj

kh5っhajを 用 い た 「～ よ うに ～す る」 とい う願 望 ・祈 願 を表 す 文 に も可

能 の 意 味 が 認 め られ る。

(79)kh5っuajphっnhajkhunjamadadaanthaaOklabjiipundooj

祈る さん 山田 旅行する 帰る 日本 で

sawaddiphaab.

無1季

:山 田 さん が 無 事 に 日本 へ 帰 ら れ る こ と をお 祈 り します

D)phr5っm(th↑ica)

phr5っmは 主 文 に 現 れ た場 合 、「以 下 の 準 備 が で きて い る」 とい う意 味 を

表 す 。dajが な くて も 可 能 の 意 味 が 含 ま れ る 。

(80)a.phr5っmthiicasiasalada'Jthug-mya

犠牲になる'常 に

:常 に 身 を 捨 て る 用 意 を お こ た ら な い

b・khawjarsmajphr5っmthiicapajHaan

:彼 は ま だ パ ー テ ィ ー に 行 く 支 度 が で き て い な い

文 中 で 用 い られ る と 、 目的 にか な っ よ っに 前 もっ て 準 備 して お くと い う意

味 で 、phr5っm以 下 の文 に は や は り可 能 の 意 味 が 現 れ る 。

(81)c溢dkh5っ ηwajhajphr5っmthiicakhaajtっ っn-chawtruuwansaw

按配する ておく 売る 頃 朝はや く 土曜 日

:土 曜 日の 朝 はや く商 売 が で き る よ うに して お く

(82)tamruadHaankaj-pyynphr6っmthiicalankha?sun

警官 引く.撃 鉄 発砲する

:警 官 は いつ で も撃 て る よ うに 銃 の 撃 鉄 を 引 い た

E)majklaa

klaaは 「勇敢 な,敢 えて ～す る」 とい う動 詞 の ほ か に 、否定 詞 を前 置 し

・ ・



タイ語の可能表現について

て 「～ こ とが う ま くで きな い 、億 劫 だ」 とい う消 極 的 な 意 味 を表 す 。maj

klaaは 文 頭 に も文 末 に も現 れ る。

(83)Amadklaacabeennaakhynmつ つOduu
上げる 顔 上へ 見る

:顔 を上 げ て 見 る 勇 気 は な か っ た

(84)calugkhynw均taamklabpajkδ っm含jklaa

立っ 走る 帰る

:立 ち上 が っ て 走 って 帰 る 勇 気 は なか っ た

F)oaaj、jaag

こ との 難 易 を表 す 文 も、 あ る意 味 で は 可 能 ・不 可 能 を含 意 す る表 現 とみ

な され て よ い 。 日本 語 の 「～や す い/に くい」 は タ イ語 で は 次 の よ うに表

され る。 通 常da'Jを 併 用 す るが 、 省 略 され る こ と も あ る。

(85)anwaacidcajkh5っgphuu-chaajnanplia叩1ε εOdajgaaj
もの という 心 の 男性 それ 変わる

:男 心 と い う も の は 移 り気 な も の だ

(86)khlooηniimajchajcalaanう っgd盒jOaaj-Oaaj

泥 この ではない 洗う とれる

:こ の 泥 は 簡 単 に は 洗 い 落 と す こ と は で き な い

(87)a?lajnanhassyydajjaag

部品 その 手に入る:そ の 部 品 は 手 に 入 り に く い

(88)nabwaahasduudajjaagnajmyaηthaj
～と見なす 見る で 国 タイ

:(こ の 花 は)タ イで もめ っ た に 見 られ ませ ん

次 のjaagthiiと い う言 い方 は 翻 訳 的 で あ り、 あ ま り一 般 的 で は な い。

(89)jaagthiicachudcathan

引く 抜く:引 き去 りが た く
、 抜 き去 りが た い

また 、Oaajの 外 にsabaaj、khlδ つ0な ど も用 い られ る・

(90)suamsabaaj:着 や す い/juusabaaj:住 み や す い
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(91)paagkaadaamniikhiankh1δ つりdii/khianmajkhlδ つη

ペン 類別詞 この 書く なめらかな

:こ の ペ ンは 書 きや す い/書 きに くい

G)lyato↑i～

本 来 「残 る」と い う意 味 や 程 度 の 過 剰 を表 すlyaが 動 詞 に 前 置 し た場 合 、

不 可 能 の 意 味 を表 す こ とが あ る。dajと 併 用 さ れ る こ とも あ る。

(92)lyakhen:手 の施 し よ うが な い/lyarab:保 障 し きれ な い

lya?odthon:堪 え きれ な い/lyachya:と て も信 じられ な い

(93)kra?sEEnamladchiawlyathiicataanwajdaj

流れ 水 流れる 強い 逆らう

:水 流 が 強 くて とて も逆 らい きれ な い

H)一 般 状 況 の 判 断

話 題 に な っ て い る事 柄 につ い て の情 報 か ら、 あ る考 え られ る事 態 を判 断

す る 際 、waa以 下 の 述 語 補 文 と と もに 次 の 言 い 方 が よ く現 れ る。

(94)nabwaa～:～ と見 な さ れ る/言 え る

henwaa～:～ と見 られ る/思 わ れ る

khaadwaa～:～ こ とが 予 測 され る

sannidthaanwaa～:～ と推 察 さ れ て い る

1)そ の他 の 可 能 に 準 ず る表 現

以 上 の ほ か に も 、他 の 言 語表 現 を意 図 しつ つ 、可 能 表 現 が 認 め られ る も

の が い くつ か 個 別 的 に み られ る 。 次 に そ の例 を示 す 。

(95)AmadHaagchya/majnaachya:信 じ られ な い 気 が す る

(96)caphaamnajkeenthiinaaphaacaj

版 る#`tflは ず 満足:満 足 し得 る程 度 に 伸 び る

⑲7)thaapenkhwaamfankδ っjδっmAmadmiisiOrajlyajuu

もし 夢 はず ある 何も 残る いる

:も し夢 だ っ た ら何 も残 らな い は ず だ
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(98)r6dkhanniiphlagk5っIEEWdynkう っ1ξεwkδ っjarsAmadjっ っm

車 台 この 引 く も 押す も まだ

khajab-khajyan

動 く

:こ の 車 は 押 し て も 引 い て も動 こ う と し な い

(99)m6driawrε εOthiicaSOStuajyynjuuiigtうopaj

尽きる 力 維持する 立つ それ以上

:力 つ き て そ れ 以 上 立 っ て い ら れ な か っ た

400khrooηkaanniikyabmajphaanthiipra?chum

計画 この 殆ど 通る に 会議

:こ の 企 画 は あや う く会 議 を通 ら な い と こ ろだ っ た(や っ と通 れ た)

¢0⊃s6ns巨jjhumajwaajwaakhawcamaakhaaOkhyynthammaj

不思議 ざるを得ない こと 彼 来る 泊まる 夜 なぜ

:彼 が なぜ 宿 を と りに 来 た の か 不 思 議 に 思 えて な らな か っ た

poi1う っnaajthiicab5つgkhwaamciη.

:彼 女 は 本 当 の こ とを 言 うの を恥 ず か しが っ て い る

5.お わ りに.

以 上 、 タイ 語 の 可 能 表 現 につ い て 語 彙 的 な 側 面 と構 文 的 な 側 面 と を概 観

して み たが 、 個 々 の 用 法 に 関 して は さ らに検 討 を要 す る 問題 も 多 い 。 一 つ

は タ イ語 に お い て も 自動 詞 そ の もの が 占発 と可 能 の 意味 を もつ もの が あ り、

次 の 例 の よ うにda'Jの 選 択 が 自由 に 起 こ る場 合 が あ る とい う点 で あ る。

403biakhaajdiikwaawisak?iryykh

ビール 売る よく より ウィスキー か

:ビ ー ル は ウ ィ ス キー よ り もよ く売 れ ます か?

‐kh .biakhaajdiidajmaagkwaawisakii

:は い 、 ビー ル は ウ ィス キ ー よ りよ く売 れ ます
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10φchanideeniicatidtう っcaagkaan-kinaahaanthiimajsa?aadmii

種類Aこ の 移る から こと 食べる 食物 清潔 ある

chyaroogniiphonjuu,suanchanidbiicatidtう っdajcaagkaan-mii

病原菌 この 混じる いる 一方 種類B移 る から こと ある

pheed-samphankabphuupuaj

性 交わる と 病人

:A型(肝 炎)は 不 潔 な病 原菌 の 混 じっ て い る 食 物 を食 べ る こ とに よ

り感 染 す る 。 一 方 、B型 の 方 はか か って い る 人 との性 交 に よ り感 染

す る。

また 、 可 能 の 形 式 を もた な い 文 も、 そ の話 し手 に 意 志 の 強 さ に よ って は 、

十 分 に 可 能 の意 味 に 解 釈 され て よ い場 合 が あ る 。

¢05dichanmajhenduajthiiphuujirktδOthamηaannδ っgbaanduaj

私 同意する 女性 義務 働く 外 家 ともに

:私 は 女 性 が 働 きに 出 て い くこ とに は 同 意 で きな い

逆 に 、 日本 語 で は 自発 性 が 高 く、 可 能 の 意 味 を明 示 しな くて も い い よ うな

場 合 で も、 タ イ語 に 訳 した場 合 はda'Jを 必要 とす る の が普 通 で あ る 。

100plaathiicabda'Jcaagtha?lee:海 で とれ る魚、

00りt6gplaadajlaajtua:魚 が た くさ ん つ れ た

¢08khawphimdiiddajrew:彼 は タ イプ を打 つ のが 速 い(速 く打 て る)

aoglyagdajI6εwr歹yjaη:(選 ん で)決 ま り ま したか

OlOthaambaanjuunajkεbcasaabdajthanthii
聞く 家 ある どこ 知る すぐ

:そ の 家 は ど こか と聞 け ば す ぐに分 る

01⊃thaacamr負ubphansanthaankh5っOkhonraaj.daj,khoOchuaj

もし 覚える 姿 容貌 の 犯人 だろっ 手伝 っ

tamruaddajmaag

警察 大いに

:犯 人 の容 貌 を覚 え て い た な ら、 大 い に警 察 の 役 に立 っ た だ ろ う
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もう一つは3-4.で ふれた複合動詞にみ られる動詞の意味的な関係につ

いてである。ある動作の二次的な状況(結 果)を 表す成分については、方

向動詞や その他の動詞のみならず、形容詞 も含まれている。これらの要素

の意味的な関係、結合の条件 を考えてい くことによって、特に否定(不 可

能)の 意味の成立条件が明らかになるもの と思われる。本稿では記述的な

紹介に終わったが、このような造語パターンがどの程度、発達 しているの

かは、今後の調査 ・研究にまつ ところが大 きい。

一般に助動詞 を使った言い方 と比べ 、可能補語的な言い方は とくに否定

表現において 「なぜそれができないのか」 とい う事情 を 「個別的に」含意

するものであった。可能 ・不可能の状態が発生する大きな要因の一つ とし

て、「～しても」という状況設定が考えられるが、可能補語を用いた否定表

現では意図 と結果 を同時に表 し、成立しえない事情を簡潔に述べるといっ

特徴が顕著である。可能 ・不可能の成立する条件を比べてみた場合、その

常態性につ いて考えるならば、言語表現 として後者の生 じる頻度が高いこ

とは当然指摘 されてよい。恐らくはその事実によるものと思われるが、タ
　 ユ　

イ語の可能の慣用表現 もまた、否定の形式において多ぐ現れている。

〈後記〉

本文のローマ字(国 際音標文字)表 記はMARYRHASS(1964)に ほ

ぼ従った。例文はタイ語の各種テキス トや現代タイ語の小説等か ら採った

が、訳文のほか語彙機能的な意味も注記 した。本稿の資料検討にあたって

は元筑波大学大学院地域研究科留学生のスリラック ・ダーンワーニ ッチャ

クル女史(現 コンケン大学人文社会学部外国語学科講師)、その他のタイ人

の方々か ら貴重な助言を得た。記 して感謝 したい。
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〈注>

1)寺 村(1982)で は 、「コ ノ魚 ハ 木 ニ ノボ レル 」 の よ う な文 を能 動 的 可 能

表 現 、「コ ノ魚 ハ 食ベ ラ レ ル 」の よ うな 文 を受 動 的 可 能 表 現 と名 づ け る。

p.259.「 可 能 」 の 意 味 記 述 に つ い て は 金 子(1986)な ど を参 照 。

2)dajの 諸 特 徴 に つ い て はNawawan(1970、1984)な ど を参 照 。

3)phっ っdaj(い け る)がkhabrodphっ っdaj(ま あ 運 転 で き る)の よ う

に 直 接 動 詞 に 後 置 さ れ る 場 合 もあ る。

4)助 動 詞 と して のdajはdaajの よ う に長 く発 音 さ れ るの が 一 般 で あ るが ・

動 詞 に 前 置 され る時 は、短 く弱 く発 音 され る 。Bancob(1976)P.166.な ど。

5)こ のdajはdajmiiookaad(～ の機 会 を得 る)と い う意 味 で 、特 記 的

な事 態 に つ い て 言 及す る もの で あ る。

6)こ の 場 合 、普 通dajだ け で 、副 詞 や 文 の 前 後 の 関 係 か ら、強 い て1ξεw

(完 了 の 助 動 詞)な どの 時 制 の影 響 を うけ る必 要 は 生 じな い 。

7)こ の 外 、文 語 的 な 表 現 と してhasdajmajが 不 可 能 の意 味 を表 す こ と

が あ る。

例:praりtuuniihaspaaddajAmad(こ の 戸 は 開 か な い)

8)例 え ば 、 中 国 語 の 他 能 説 中文(彼 は 中 国 語 が 話 せ る)で は 「能 」 の 代

わ りに 「会 」 を用 い て も よ い が 、他 能 游 一 千 米(彼 は 千 米 泳 げ る)の

「能 」 は 「会 」 に 置 き代 え られ な い とい う事 情 と似 て い る。

9)方 向動 詞 に は こ の 外 、空 間 また は 時 間 に お け る離 反 と接 近 を表 すpai(～

て い く)、maa(～ て くる)が あ るが 、 こ こで は あ つ か わ な い 。

10)以 下 の 「結 果 補 語 」 が常 に 肯 定 ・否 定 の 両 形 式 を もつ わ け で は な い。

例 え ば 、syymajlord(買 え な い)はsyylordと は 言 え な い。 ま た肯

定 と否 定 とで 意 味 が 変 わ る もの もあ る。nラ9th伽(思 い 出す),nyg

majth両(想 像 で き な い)な ど。Bancob(1976)P.174.

11)但 し 、mっ っohen,..madda'Jの よ うに 否 定 形 と し て用 い る こ とは で きな
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い 。 前 述 のaanう っg(読 ん で分 る)もaanう っgda'Jは 可 能 で あ るが
、

・aanう っgmajda'Jは 不 適 格 で あ る。 こ う し た現 象 は 同 じ く中 国 語 の

能 濮 得 憧/・ 不 能 濮 得 憧 の 成 立 の 是 非 と極 め て 類 似 的 で あ る。

12)以 下 の 用 例 は 主 と してBunsiri(1988)な どに よ っ た 。

13)こ の分 類 基 準 に つ い て は 長 嶋(1976)な ど を参 考 に し た。

14)同 様 の指 摘 は 大 河 内(1980)に もみ え る。 しか し その 使 用 基 準 は 明 ら

か で は な い。 例 え ば 、 　.aanmadうっg(読 ん で分 ら な い)で の 否 定 詞 移

動 に よ る ・majaanう っg(・ 読 ん で分 る よ うに しな い)は 非 文 で あ る。

15)大 内 田(1979)で は 中 国 語 の 可 能 補 語 も否 定 形 を 用 い た 用 例 が 圧 倒 的

に 多い こ とが 報 告 さ れ て い る 。
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